
西東京市放課後子供教室事業について 

 

１．事業趣旨・目的 

◎放課後や週末等において、学校施設を活用して、全ての児童生徒等の安全・安心な活動場所を

確保し、地域と学校が連携・協働して学習や様々な体験・交流活動の機会を定期的・継続的に提

供する放課後等の支援活動を行う。  

◎これらの活動を通じて、学校・家庭・地域が連携・協働して、自立的・継続的に子供を取り巻

く課題を解決できる地域社会を目指す。 

 

２．事業概要 

実施内容 

・放課後並びに土日祝日における子供たちの安全・安心な活動拠点及び居場所の確保 

・地域住民の参画を得た、子供たちへの様々な体験、交流及び学習活動の機会の提供 

 ⇒「校庭開放」と「学習活動の機会提供」 

対 象 者 主に小学１年生から６年生 

活動場所 市立小学校の校庭・体育館、その他利用可能な特別教室 等 

運 営 各小学校施設開放運営協議会への委託 

利用者負担額 無料（一部のプログラムで実費負担あり） 

決算見込額 

(令和７年度) 

【主な歳出額】 学校施設開放運営協議会運営委託料 23,227 千円  

【歳 入 額】 東京都放課後子供教室推進事業費補助金 15,910 千円 

 

３．事業詳細 

（１）校庭開放 

 ・平日の放課後や土日祝日に校庭等を開放し、子どもたちに自由な遊び場を提供している。 

 ・子どもたちは、運協が用意した遊具を使って好きなように遊ぶことができる。 

  （サッカーボール、バレーボール、ゴムボール、一輪車、竹馬、なわとび 等） 

 ・見守りとして放課後サポーターを２名以上配置している。 

（２）学習活動の機会提供 

・地域人材や人と人とのつながりを活用して講師を招き、子どもたちに様々な学習体験の機会

を提供している。 

・漢字教室や英語教室といった学習系のプログラムから、サッカー教室やバスケットボール教

室、かけっこ教室といった運動系のプログラムなど多岐にわたる。 
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